
中
国
科
学
史
の
研
究
は
第
二
次
大
戦
後
、
北
京
の
自
然
科
学
史
研
究
所
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
｝
－
－
ダ
ム
研
究
所
、
京
都
の
人
文
科
学
研
究
所
を
中
心
に

し
て
精
力
的
に
展
開
さ
れ
た
。
と
く
に
近
年
は
新
し
い
資
料
の
発
見
も
相
次

い
で
、
過
去
の
史
観
を
一
変
さ
せ
る
ほ
ど
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
中
国
科

学
史
国
際
会
議
は
こ
の
よ
う
な
気
運
に
乗
じ
て
一
九
六
八
年
に
香
港
で
開
催

さ
れ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
中
断
し
て
い
た
が
、
八
二
年
に
第
二
回
会
議
が

ル
ー
ヴ
ェ
ン
で
開
か
れ
て
か
ら
、
一
年
お
き
に
第
三
回
（
北
京
、
八
四
年
）
、

第
四
回
（
シ
ド
’
－
－
、
八
六
年
）
会
議
が
開
か
れ
、
本
年
は
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

で
第
五
回
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
八
七
年
は
中
間
の
年
に
当
る

が
、
藪
内
清
先
生
の
傘
寿
を
記
念
し
、
文
部
省
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

経
費
を
受
け
て
、
京
都
大
学
の
主
催
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
開
か
れ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
中
国
か
ら
杜
石
然
・
李
迪
・
陳
美
東
・
陳
久

金
・
郭
湖
生
・
馬
堪
温
・
播
吉
星
の
七
人
、
そ
の
他
の
国
か
ら
ウ
ン
シ
ュ
ル

ト
・
セ
ピ
ン
・
何
丙
郁
の
三
人
（
い
ず
れ
も
発
表
順
、
播
氏
だ
け
は
客
員
教

授
と
し
て
京
都
滞
在
中
）
の
学
者
が
招
か
れ
、
京
都
国
際
会
館
で
左
記
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
ら
れ
た
。

一
学
会
行
事
－

１
１
．
１
く
１
，
Ｊ
●
～
ｆ
、
く
，
く
Ｊ
１
ノ
ー
ノ
ー
、
〃
上

中
国
科
学
史
国
際
会
議
二
九
八
七
京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

赤
堀
昭

十
一
月
一
日
（
日
）

午
前
開
会
の
辞
藪
内
情

基
調
報
告
山
田
慶
児

午
後
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
数
理
科
学
史
研
究
の
新
し
い
展
開
㈲

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
東
ア
ジ
ア
科
学
史
研
究
の
課
題
と
方
向
㈲

ｌ
自
由
討
論
・
話
題
「
天
文
暦
学
史
の
話
題
」

十
一
月
二
日
（
月
）

午
前
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
数
理
科
学
史
研
究
の
新
し
い
展
開
ロ

午
後
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
数
理
科
学
史
研
究
の
新
し
い
展
開
白

第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
東
ア
ジ
ア
科
学
史
研
究
の
課
題
と
方
向
口

Ｉ
自
由
討
論
・
話
題
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
系
著
訳
書
と
東
ア
ジ
ア
」

十
一
月
三
日
（
火
）

午
前
第
六
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
数
理
科
学
史
研
究
の
新
し
い
展
開
四

午
後
第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
生
命
科
学
史
研
究
の
新
し
い
展
開
㈲

第
八
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
東
ア
ジ
ア
科
学
史
研
究
の
課
題
と
方
向
日

ｌ
自
由
討
論
・
話
題
「
医
薬
学
史
の
話
題
」

十
一
月
四
日
（
水
）

午
前
第
九
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
生
命
科
学
史
研
究
の
新
し
い
展
開
口

午
後
第
十
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
東
ア
ジ
ア
科
学
史
研
究
の
課
題
と
方
向
四

第
十
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
東
ア
ジ
ア
科
学
史
研
究
の
課
題
と
方
向
田

ｌ
自
由
討
論
・
話
題
「
制
度
史
研
究
へ
の
一
提
言
」

閉
会
の
辞
吉
田
光
邦

参
加
者
は
約
百
名
で
、
参
加
者
に
は
登
録
時
に
発
表
論
文
の
コ
ピ
ー
が
渡

さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
後
日
印
刷
し
て
出
版
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
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第
二
・
五
・
八
・
十
一
の
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
自
由
討
論
で
、
前
述
の
話
題
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
話
題
提
供
者
の
中
山
茂
・
吉
田
忠
・
大
塚
恭
男
・
村
上

陽
一
郎
の
各
氏
か
ら
問
題
点
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
し
て
出
席
者
全

員
か
ら
活
渥
な
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
い
ず
れ
も

二
つ
の
発
表
で
構
成
さ
れ
、
先
ず
発
表
者
が
論
文
の
要
点
を
述
べ
、
そ
れ
に

対
し
て
予
め
指
定
さ
れ
た
討
論
者
が
意
見
を
提
出
し
、
発
表
者
が
そ
れ
に
答

え
た
の
ち
に
、
一
般
の
参
加
者
も
含
め
て
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
発
表
一

題
に
つ
い
て
は
一
時
間
が
当
て
ら
れ
、
発
表
者
の
説
明
は
五
分
程
度
に
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
通
訳
の
問
題
（
日
本
語
ま
た
は
中
国
語
、
一
部
英

語
で
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
語
ま
た
は
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
）
な
ど
も

あ
っ
て
二
十
分
或
い
は
三
十
分
に
達
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
質
疑
応
答
も
盛

ん
で
、
座
長
は
一
時
間
以
内
に
納
め
る
の
に
苦
慮
し
、
そ
の
た
め
に
十
一
月

三
日
の
夜
、
医
学
と
天
文
学
の
ニ
グ
ル
ー
・
フ
に
分
れ
て
、
積
み
残
し
た
話
題

を
中
心
に
し
て
自
由
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
両
グ
ル
ー
プ
と
も
二
十
人
程
度

が
参
加
し
、
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

第
一
・
三
・
四
・
六
の
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
天
文
と
暦
法
が
中
心
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
こ
の
二
つ
の
事
項
が
中
国
歴
代
王
朝
の
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ

た
と
い
う
特
殊
事
情
か
ら
、
と
く
に
多
く
の
科
学
史
上
の
問
題
を
含
ん
で
い

る
か
ら
で
あ
る
。
医
学
に
関
係
の
あ
っ
た
の
は
第
七
・
八
・
九
・
十
の
四
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
長
と
発
表
者
、
表
題
、
討
論
者
は
左
記
の
通

り
で
あ
っ
た
。

第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
長
・
杉
立
義
一
）
馬
堪
温
「
晴
唐
医
学
の
主
な
成
果

と
特
質
」
（
討
論
者
・
宮
下
三
郎
）
赤
堀
昭
「
傷
寒
論
の
歴
史
」
（
石
田
秀

実
）

第
八
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
長
・
酒
井
シ
ヅ
）

第
九
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
長
・
フ
オ
ル
｝
乙
播
吉
星
「
日
中
医
学
交
流
史
の
中

の
周
岐
来
」
（
山
本
徳
子
）
ウ
ン
シ
ュ
ル
ト
「
革
命
を
行
う
科
学
と
パ
ラ

ダ
イ
ム
共
存
科
学
」
（
伊
東
俊
太
郎
）

第
十
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
座
長
・
里
深
文
彦
）
セ
ビ
ン
「
古
代
か
ら
清
朝
ま
で
の

科
学
と
医
学
」
（
中
山
茂
）
何
丙
郁
「
最
近
中
国
に
於
け
る
科
学
史
研
究

の
動
向
と
展
望
」
（
坂
出
祥
伸
）

な
お
革
命
を
行
う
科
学
と
は
訳
の
都
合
上
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
共
存
に
対
し
て
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
、
つ
ま
り
前
代
の

説
を
否
定
し
て
し
ま
う
科
学
の
意
味
で
あ
る
。

最
初
の
日
の
十
一
月
一
日
の
夜
に
は
会
館
内
で
簡
素
で
は
あ
る
が
素
晴
ら

し
い
雰
囲
気
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
十
一
月
五
日
に
は
外
国
人
招

聰
者
全
員
が
参
加
し
て
、
色
づ
き
始
め
た
高
雄
へ
の
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ァ
ー

が
実
施
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
七
日
（
日
）
開
催

行
事
内
容

第
一
部
浜
松
医
大
図
書
館
・
館
蔵
品
見
学
会

第
二
部
浜
松
市
を
中
心
と
し
た
医
の
史
跡
め
ぐ
り

第
三
部
懇
親
会

第
七
回
静
岡
県
医
の
史
跡
探
訪
会

舟
木
茂
夫
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